
　

解
説 

『
河
合
社
歌
合
』
と
そ
の
周
辺三

　

好
　

優
　

希

吉
　

井
　

佐
　

織

－ 77－

解説『河合社歌合』とその周辺

１
．
成
立

　

『
河
合
社
歌
合
』
は
、
寛
元
元
年
（
一
二
四
三
）
一
一
月
十
七
日
に
成
立
し
、
下
賀
茂
神
社
の
摂
社
で
あ
る
河
合
神
社
に
奉
納
さ
れ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
佐
藤
恒
雄
氏
は
、『
信
実
朝
臣
集
』（
一
〇
六
）
の
詞
書
に
「
家
に
す
す
め
侍
り
し
河
合
の
や
し
ろ
の
歌
合
に
、
千
鳥
」
と

あ
る
こ
と
か
ら
、「
お
そ
ら
く
は
定
家
三
回
忌
の
秋
八
月
二
十
日
の
こ
ろ
」「
信
実
が
諸
人
に
勧
進
し
て
、
判
者
を
為
家
と
す
る
こ
と
で
定
家

後
の
歌
壇
の
統
一
を
図
っ
た
」
も
の
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
１
）

難
陳
の
形
跡
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
当
座
結
番
後
日
判
も
し
く
は
机

上
結
番
の
歌
合
に
判
を
付
し
河
合
社
に
奉
納
し
た
も
の
と
思
し
い
。

（
三
好
優
希
）

                                                                     

２
．
伝
本
状
況
と
底
本

　

佐
藤
恒
雄
氏
の
分
類
に
よ
れ
ば
、
伝
本
は
、
第
一
類
、
第
二
類
、
第
三
類
の
三
類
に
分
類
さ
れ
る
。
い
ず
れ
も
二
十
番
判
詞
の
途
中
が
脱

落
し
て
い
る
が
、
三
十
番
右
の
為
継
詠
を
欠
き
、
判
者
巻
末
歌
を
持
つ
も
の
を
第
一
類
、
逆
に
為
継
詠
を
持
ち
、
判
者
巻
末
歌
を
持
た
な
い

も
の
を
第
二
類
、
ど
ち
ら
も
持
つ
も
の
を
第
三
類
と
さ
れ
て
い
る
。
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第
一
類

　

①
彰
考
館
文
庫
蔵
（
巳
・
一
二
）「
河
合
社
歌
合
」

　

②
家
郷
隆
文
氏
蔵
「
河
合
社
歌
合
」

　

③
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
（
二
〇
一
・
一
七
七
）「
河
合
社
歌
合
」

　

④
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
「
歌
合
部
類
十
五
種
」（
一
五
一
・
三
六
一
）
所
収
「
河
合
社
歌
合
」

第
二
類

　

⑤
京
都
女
子
大
学
国
文
学
研
究
室
蔵
蘆
庵
本
「
歌
合
集
」（
九
一
一
・
一
八
・
ｕ
九
六
）
所
収
「
河
合
社
歌
合
」

　

⑥
今
治
市
河
野
美
術
館
蔵
蘆
庵
本
「
歌
合
集
」（
一
二
三
三
六
一
）
所
収
「
河
合
社
歌
合
」

　

⑦
刈
谷
市
立
図
書
館
蔵
蘆
庵
本
「
歌
合
集
」（
一
六
七
一
）
所
収
「
河
合
社
歌
合
」

第
三
類

　

⑧
慶
応
義
塾
大
学
附
属
図
書
館
蔵
（
一
四
六
・
四
六
・
一
）「
河
合
社
歌
合
」

　

⑨
東
京
大
学
国
文
学
研
究
室
蔵
「
歌
合
類
纂
」（
中
古
一
一
・
一
八
・
一
）
所
収
「
河
合
社
歌
合
」

　

⑩
京
都
女
子
大
学
附
属
図
書
館
蔵
谷
山
文
庫
（
〇
九
〇
・
Ｔ
ａ
八
八
・
三
七
九
）「
河
合
社
歌
合
」

　

⑪
群
書
類
従
巻
第
百
九
十
九
所
収
「
河
合
社
歌
合
」

　

⑫
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
「
瑩
玉
集
・
鴨
長
明
集
他
」（
タ
二
八
一
）
所
収
「
河
合
社
歌
合
」

　

太
字
は
今
回
試
注
で
取
り
上
げ
た
伝
本
で
あ
る
こ
と
を
表
す
。『
新
編
国
歌
大
観
』（
第
五
巻
歌
合
編
）
は
④
本
を
底
本
と
す
る
が
、
本
試

注
で
は
⑫
本
を
底
本
と
し
た
。
④
本
は
本
文
の
誤
写
や
脱
落
が
多
く
み
え
、
例
え
ば
作
者
の
官
職
や
左
右
の
脱
落
、
判
詞
で
の
左
右
の
誤
写

や
判
詞
が
諸
本
に
比
べ
簡
潔
で
あ
る
。
以
下
、
④
本
を
翻
刻
し
た
も
の
を
挙
げ
、
具
体
的
に
ど
う
い
っ
た
誤
写
や
脱
落
が
み
え
る
か
を
例
示

す
る
。
誤
写
や
脱
落
が
認
め
ら
れ
る
箇
所
に
は
傍
線
を
付
し
、
そ
の
箇
所
の
校
異
を
示
し
た
。
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（
例
１
）
八
番
・
冬
月

八
番

　

左　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弁

木
枯
の
ふ
き
も
た
ゆ
ま
ぬ
夕
暮
に
山
の
は
さ
む
く
出
る
月
影

　

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

散
位
藤
原
朝
臣
行
家

冬
河
の
よＢ

そ
ま
て
月
の
影
さ
え
て
下
行
水
も
猶
氷
り
つ
ゝ

　
　

左
は
、
暮
山
に
あ
ら
し
さ
む
く
、
右
は
、
冬

  　

川
に
氷
さ
え
たＣ

り
景
気
、
たＤ

ゝ
こ
と
に
、

　
　

い
つ
れ
も
お
と
り
ま
さ
る
と
申
し
か
た
し
、

　
　

猶
為
持

【
校
異
】

Ａ　

ナ
シ―

右
（
国
・
内
・
刈
・
河
・
家
）　

Ｂ　

よ
そ―

そ
こ
（
国
・
刈
・
河
）　

Ｃ　

た
り―

た
る
（
国
・
内
・
刈
・
河
・
家
）　

Ｄ　

た
ゝ
こ
と
に―

た
え
こ
と
に
（
内
）、
姿
詞
（
国
・
刈
・
河
）

　

（
例
１
）
に
見
え
る
傍
線
部
Ａ
は
「
右
」
が
脱
落
し
て
い
る
。
傍
線
部
Ｂ
は
「
よ
そ
」
だ
と
下
の
句
と
対
応
せ
ず
、
諸
本
は
多
く
「
そ
こ
」

と
な
っ
て
い
る
。
傍
線
部
Ｃ
は
名
詞
へ
続
く
た
め
に
連
体
形
で
あ
る
「
た
る
」
が
正
し
い
形
で
あ
り
今
回
使
用
し
た
諸
本
の
全
て
が
「
た
る
」

と
な
っ
て
い
る
。

（
例
２
）
二
十
二
番
・
不
遇
恋

廿
二
番

　

左　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

信
実

徒
に
恋
を
し
こ
ふ
る
我
た
め
し
岩
に
も
松
の
種
を
や
は
見
ん

　

右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

真
観
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身
は
捨
つ
今
は
此
世
に
逢
事
を
何
に
か
へ
て
か
恋
渡
る
ら
ん

　
　

左Ａ

、
初
の
五
も
し
を
よ
み
あ
け
侍
る
よ
り
、

　
　

作
者
に
よＢ

り
侍
る
を
、
詠
吟
し
侍
る

　
　

ほ
と
に
、
左
の
岩
に
も
松
の
ふ
る
き
た

　
　

め
し
も
、
いＣ

た
つ
ら
申
お
と
し
侍
り
ぬ
る

　
　

に
や

【
校
異
】

Ａ　

左―

右
（
国
・
刈
・
河
）　

Ｂ　

よ
り
侍
る―

よ
り
て
は
こ
と
は
り
も
か
な
ひ
こ
ゝ
ろ
言
葉
も
ゆ
う
に
侍
る
（
国
・
刈
・
河
）、
よ
□
侍

□
（
家
）　

Ｃ　

い
た
つ
ら―
い
た
つ
ら
に
（
国
・
刈
・
河
）

　

（
例
２
）
の
傍
線
部
Ａ
は
「
右
」
の
誤
写
と
思
わ
れ
、
Ｂ
は
一
行
分
脱
落
し
た
も
の
と
み
え
、
諸
本
に
よ
っ
て
補
う
必
要
が
あ
る
。
Ｃ
は

左
歌
初
句
に
響
か
せ
判
じ
て
い
る
と
思
し
く
、
諸
本
に
よ
り
「
に
」
を
補
う
べ
き
で
あ
る
。

　

（
例
１
）、（
例
２
）
と
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
の
本
文
を
確
認
し
て
き
た
。
今
回
取
り
上
げ
た
二
例
以
外
で
も
書
陵
部
本
文
に
は
多
く
の
脱

落
や
誤
写
な
ど
が
認
め
ら
れ
る
た
め
底
本
に
は
適
し
て
い
な
い
。
よ
っ
て
、
試
注
で
は
比
較
的
脱
落
や
誤
写
が
少
な
く
、
ま
た
三
十
番
右
の

為
継
詠
と
巻
末
の
為
家
詠
を
有
す
る
第
三
類
の
う
ち
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
本
を
底
本
と
し
た
。

（
三
好
優
希
）

                                                               　
　
　

３
．
出
詠
歌
人

【
左
方
】

前
権
大
納
言
藤
原
朝
臣
為
家

　

権
中
納
言
藤
原
定
家
男
。
母
は
内
大
臣
藤
原
実
宗
女
。
為
氏
・
為
教
の
父
。
建
久
九
年
（
一
一
九
八
）
生
。
建
仁
二
年
（
一
二
〇
二
）
五

歳
で
叙
爵
。
侍
従
、
左
中
将
、
蔵
人
頭
、
参
議
、
右
衛
門
督
な
ど
を
経
て
、
暦
仁
元
年
（
一
二
三
八
）
正
二
位
、
仁
治
二
年
（
一
二
四
一
）
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二
月
権
大
納
言
に
至
っ
た
が
、
同
年
八
月
父
定
家
の
死
去
に
伴
い
服
解
、
以
後
復
任
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
後
民
部
卿
に
任
ぜ
ら
れ
た
が
、

康
元
元
年
（
一
二
五
六
）
五
九
歳
の
時
、
病
に
よ
り
出
家
。
法
名
融
覚
。
建
治
元
年
（
一
二
七
五
）
没
、
七
八
歳
。

　

公
的
な
出
詠
は
一
五
歳
の
時
の
建
暦
二
年
『
内
裏
詩
歌
合
』
に
は
じ
ま
り
、
以
後
、
同
三
年
『
内
裏
歌
合
』、
承
久
元
年
『
内
裏
百
番
歌
合
』、

同
『
日
吉
社
大
宮
歌
合
』
な
ど
に
出
詠
。
建
保
期
の
順
徳
天
皇
歌
壇
に
お
い
て
活
動
す
る
が
、歌
道
修
業
は
怠
り
が
ち
で
父
定
家
を
嘆
か
せ
た
。

貞
応
二
年
（
一
二
二
三
）
二
六
歳
の
時
、日
吉
社
に
参
籠
、五
日
間
で
『
為
家
卿
千
首
』
を
詠
ん
で
以
降
は
歌
人
と
し
て
本
格
的
な
活
動
に
入
り
、

貞
永
元
年
『
光
明
峰
寺
摂
政
家
歌
合
』、
同
『
洞
院
摂
政
家
百
首
』
な
ど
に
出
詠
。
寛
元
元
年
（
一
二
四
三
）
四
五
歳
の
時
に
、『
河
合
社
歌

合
』
で
自
身
初
の
判
者
を
勤
め
る
。
定
家
没
後
は
、
西
園
寺
家
や
信
実
の
協
力
の
も
と
歌
壇
の
中
心
人
物
と
な
る
が
、
蓮
性
・
真
観
ら
と
は
、

徐
々
に
対
立
を
深
め
て
ゆ
き
、
反
御
子
左
派
の
旗
揚
げ
的
催
し
と
目
さ
れ
る
寛
元
四
年
『
春
日
若
宮
社
歌
合
』
の
催
行
に
よ
っ
て
そ
の
対
立

は
決
定
的
と
な
っ
た
。
宝
治
元
年
『
院
御
歌
合
』、『
宝
治
百
首
』
な
ど
に
出
詠
、同
歌
合
で
は
判
者
も
勤
め
て
い
る
。
建
長
三
年
（
一
二
五
一
）

に
は
『
続
後

和
歌
集
』
を
単
独
で
奏
覧
。
さ
ら
に
文
永
二
年
（
一
二
六
五
）
に
は
、
藤
原
家
良
・
藤
原
基
家
・
藤
原
行
家
・
真
観
と
と
も

に『
続
古
今
和
歌
集
』を

進
し
、定
家
同
様
、二
度
の
勅

集

者
と
な
る
。
同
年
以
後
、公
式
の
雅
事
に
あ
ま
り
姿
を
見
せ
な
く
な
る
が
、『
為

家
集
』
に
よ
る
と
以
後
も
作
歌
活
動
を
続
け
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
晩
年
に
は
阿
仏
尼
を
後
妻
に
迎
え
、
為
相
を
溺
愛
し
、
二
条
・
京
極
・

冷
泉
三
家
分
立
の
要
因
を
生
ん
だ
。
勅

集
に
は
『
新
勅

和
歌
集
』
以
下
、三
三
二
首
入
集
。
家
集
に
『
為
家
集
』、歌
論
書
に
『
詠
歌
一
体
』

な
ど
が
あ
る
。

散
位
藤
原
朝
臣
信
実

　

藤
原
隆
信
男
。
母
は
中
務
少
輔
藤
原
長
重
女
。
藻
壁
門
院
少
将
・
弁
内
侍
・
後
深
草
院
少
将
内
侍
の
父
。
安
元
二
年
（
一
一
七
六
）
年
頃
生
。

中
務
権
大
輔
、
備
後
守
、
左
京
権
大
夫
を
務
め
、
正
四
位
下
に
叙
せ
ら
れ
る
。
宝
治
二
年
（
一
二
四
八
）
出
家
か
。
法
名
寂
西
。
文
永
二
年

（
一
二
六
五
）
頃
、
八
九
歳
で
没
か
。

　

最
初
の
出
詠
は
正
治
二
年
九
月
『
院
当
座
歌
合
』
で
、翌
年
に
は
『
正
治
後
度
百
首
』
に
出
詠
す
る
が
、『
新
古
今
和
歌
集
』
に
は
入
集
し
な
か
っ

た
。
以
降
し
ば
ら
く
歌
会
・
歌
合
に
出
席
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
四
〇
歳
近
く
に
な
っ
て
『
内
大
臣
道
家
家
百
首
』
に
出
詠
し
、
歌
壇

に
復
帰
。
そ
の
後
は
『
道
助
法
親
王
家
五
十
首
和
歌
』、『
洞
院
摂
政
家
百
首
』
な
ど
、
様
々
な
歌
会
・
歌
合
・
定
数
歌
に
出
詠
し
、
中
堅
歌

人
と
し
て
成
長
し
て
い
っ
た
。
定
家
と
は
異
母
兄
弟
で
あ
り
、
為
家
は
従
兄
弟
に
あ
た
る
。
定
家
と
の
親
交
は
深
く
、
多
く
の
歌
会
・
歌
合
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で
同
席
し
た
ほ
か
、『
明
月
記
』
に
は
来
談
し
た
記
事
が
多
く
み
え
、
定
家
に
道
家
主
催
の
歌
会
で
提
出
す
る
予
定
の
百
首
歌
を
見
せ
る
な

ど
し
て
い
る
（
寛
喜
二
年
九
月
二
十
日
条
）。
定
家
没
後
は
、『
河
合
社
歌
合
』
を
勧
進
し
、
為
家
の
歌
壇
的
地
位
を
確
立
す
る
た
め
に
尽
力

す
る
一
方
で
、
反
御
子
左
派
の
旗
上
げ
的
催
し
で
あ
る
寛
元
四
年
『
春
日
若
宮
社
歌
合
』
に
出
詠
、
ま
た
建
長
三
年
（
一
二
五
一
）
に
は
真

観
と
『
閑
窓

歌
合
』
を
共

す
る
な
ど
、
反
御
子
左
派
と
も
交
流
が
あ
り
、
中
立
派
歌
人
と
し
て
双
方
の
緩
衝
的
役
割
を
果
た
し
た
。
宝

治
元
年
『
院
御
歌
合
』、『
宝
治
百
首
』、『
弘
長
百
首
』、
文
永
二
年
八
月
十
五
夜
『
歌
合
』
な
ど
に
出
詠
し
、
最
晩
年
ま
で
活
躍
し
た
。
勅

集
に
は
『
新
勅

和
歌
集
』
以
下
、
一
三
二
首
入
集
。
家
集
に
『
信
実
集
』
が
あ
る
。
似
絵
の
名
手
と
し
て
も
名
高
い
ほ
か
、『
今
物
語
』

の
編
者
と
目
さ
れ
て
い
る
。

左
近
衛
権
中
将
藤
原
朝
臣
光
成

　

藤
原
（
大
炊
御
門
）
光
俊
男
。
母
は
河
内
守
平
繁
雅
女
。
生
年
未
詳
、
弘
安
二
年
（
一
二
七
九
、一
説
に
は
同
三
年
）
没
。

　

『
明
月
記
』
に
は
父
光
俊
が
定
家
邸
を
来
訪
し
、
歓
談
す
る
記
事
が
多
々
み
え
る
。
ま
た
、
嘉
禄
元
年
（
一
二
二
五
）
四
月
の
除
目
の
折

に
は
定
家
か
ら
賀
札
を
贈
ら
れ
て
い
る
（
二
十
七
日
条
）。
寛
元
四
年
『
春
日
若
宮
社
歌
合
』、
弘
長
三
年
『
住
吉
社
歌
合
』、『
玉
津
島
歌
合
』

な
ど
に
出
詠
。
勅

集
に
は
『
続
後

和
歌
集
』
以
下
、
九
首
入
集
。

左
近
衛
権
少
将
藤
原
朝
臣
為
教

　

為
家
男
。
母
は
宇
都
宮
頼
綱
（
蓮
生
）
女
。
兄
に
為
氏
。
嘉
禄
三
年
（
一
二
二
七
）
生
（『
明
月
記
』
安
貞
元
年
閏
三
月
二
十
日
条
）。
弘

安
二
年
（
一
二
七
九
）
没
、
五
三
歳
。
仁
治
元
年
（
一
二
四
〇
）
正
五
位
下
、
正
元
元
年
（
一
二
五
九
）
従
三
位
、
右
兵
衛
督
。
文
永
五
年

（
一
二
六
八
）
従
二
位
。

　

京
極
家
の
祖
。
歌
合
へ
の
出
詠
は
『
河
合
社
歌
合
』
が
初
め
て
と
思
し
い
。
以
後
、宝
治
元
年
『
院
御
歌
合
』、『
弘
安
百
首
』
な
ど
に
出
詠
。

兄
の
為
氏
と
は
不
仲
で
、
寛
元
か
ら
文
永
頃
の
反
御
子
左
派
活
躍
期
に
は
文
永
二
年
七
月
『
歌
合
』
に
参
加
す
る
な
ど
、
や
や
そ
れ
に
同
調

し
て
い
た
形
跡
が
あ
る
。『
白
河
殿
七
百
首
』、文
永
二
年『
亀
山
殿
五
首
歌
合
』な
ど
に
出
詠
。
な
お
、「
中
将
」と
記
載
す
る
本
も
み
え
る
が
、『
経

俊
卿
記
』
に
よ
る
と
寛
元
四
年
（
一
二
四
六
）
の
時
点
で
為
教
は
左
少
将
と
記
さ
れ
て
お
り
、
当
該
歌
合
催
行
時
も
中
将
で
は
な
く
少
将
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
勅

集
に
は
『
続
後

和
歌
集
』
以
下
、
三
六
首
入
集
。
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日

袮
冝
祝
部
宿
袮
成
茂

　

祝
部
允
仲
男
。
治
承
四
年
（
一
一
八
〇
）
生
。
日
吉
社
祢
宜
、
丹
後
守
、
大
蔵
少
輔
と
な
る
。
正
四
位
下
。
建
長
六
年
（
一
二
五
四
）
没
、

七
五
歳
。

　

元
久
元
年
『
春
日
社
歌
合
』、
建
永
元
年
『
卿
相
侍
臣
歌
合
』、
建
保
三
年
『
院
四
十
五
番
歌
合
』
な
ど
、
主
に
後
鳥
羽
院
歌
壇
で
活
躍
し
た
。

承
久
の
乱
後
も
、
寛
喜
四
年
『
石
清
水
若
宮
歌
合
』、
寛
元
四
年
『
春
日
若
宮
社
歌
合
』、『
宝
治
百
首
』、
建
長
三
年
『
影
供
歌
合
』
な
ど
に

出
詠
。『
明
月
記
』
に
は
定
家
邸
へ
の
訪
問
の
記
事
が
散
見
し
、『
古
今
著
聞
集
』
に
は
後
嵯
峨
院
と
為
家
に
七
十
賀
を
祝
わ
れ
た
記
事
が
み

え
る
な
ど
定
家
・
為
家
と
の
親
交
が
う
か
が
え
る
が
、
御
子
左
派
、
反
御
子
左
派
い
ず
れ
に
も
属
さ
な
い
中
立
派
歌
人
と
目
さ
れ
る
。
な
お
、

建
長
五
年(

一
二
五
三)
に
は
藤
原
定
家
十
三
回
忌
に
為
家
が
勧
進
し
た
追
善
詩
歌
『
二
十
八
品
並
九
品
詩
歌
』
に
詠
進
し
て
い
る
。
勅

集
に
は
『
新
古
今
和
歌
集
』
以
下
、
四
四
首
入
集
。
家
集
に
『
成
茂
宿
祢
集
』
が
あ
る
。

鷹
司
院
兵
衛
督

　

鷹
司
院
按
察
を
指
す
か
。
鷹
司
院
按
察
は
権
中
納
言
藤
原
光
親
女
。
生
没
年
未
詳
。
真
観
・
定
嗣
の
妹
。
鷹
司
院
長
子
に
出
仕
。
文
永
二

年
（
一
二
六
五
）
以
前
に
出
家
か
。

　

『
宝
治
百
首
』、
建
長
三
年
『
影
供
歌
合
』
な
ど
に
出
詠
。
真
観
と
同
じ
く
『
河
合
社
歌
合
』
催
行
以
後
、
反
御
子
左
派
に
属
す
る
。
勅

集
に
は
『
続
後

和
歌
集
』
以
下
、
二
一
首
入
集
。
鷹
司
院
帥
が
同
時
期
に
存
在
す
る
た
め
、
そ
ち
ら
が
当
該
歌
合
の
出
詠
者
の
可
能
性
も

あ
る
が
、
そ
の
場
合
、『
葉
黄
記
』
宝
治
二
年
正
月
十
八
日
条
に
「
鷹
司
院
帥
〈
右
丞
禅
門
息
年
十
三
〉」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
該
歌
合
が

行
わ
れ
た
寛
元
元
年
（
一
二
四
三
）
時
点
で
八
歳
と
な
る
。

藻
壁
門
院
少
将

　

中
宮
少
将
と
も
。
生
没
年
未
詳
。
藤
原
信
実
女
。
弁
内
侍
・
後
深
草
院
少
将
内
侍
の
姉
。
寛
喜
元
年
（
一
二
二
九
）
頃
か
ら
藻
壁
門
院
竴

子
（
後
堀
河
天
皇
の
中
宮
）
に
出
仕
。

　

姉
妹
の
中
で
も
傑
出
し
て
い
た
ら
し
く
、
定
家
は
少
将
の
「
お
の
が
ね
に
つ
ら
き
わ
か
れ
は
あ
り
と
だ
に
思
ひ
も
し
ら
で
と
り
や
な
く
ら

む
」（『
新
勅

和
歌
集
』
恋
三
・
七
九
四
・「（
家
に
百
首
歌
よ
ま
せ
侍
り
け
る
に
）」）
に
感
じ
て
、『
古
今
和
歌
集
』
を
書
写
し
、
与
え
て
い
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る
（『
井
蛙
抄
』
雑
談
）。
寛
喜
四
年
『
石
清
水
若
宮
歌
合
』、『
洞
院
摂
政
家
百
首
』、『
光
明
峰
寺
摂
政
家
歌
合
』
な
ど
に
出
詠
。
勅

集
に

は
『
新
勅

和
歌
集
』
以
下
、
六
二
首
入
集
。

春
宮
弁

　

弁
内
侍
。
後
深
草
院
弁
内
侍
と
も
。
生
没
年
未
詳
。
文
永
二
年
（
一
二
六
五
）
ま
で
は
生
存
。
藤
原
信
実
女
。
姉
に
藻
壁
門
院
少
将
、
妹

に
後
深
草
院
少
将
内
侍
。
寛
元
元
年(

一
二
四
三)

、後
深
草
天
皇
立
太
子
の
時
に
弁
の
名
で
出
仕
し
、同
四
年
（
一
二
四
六
）、内
侍
と
な
る
。

以
後
、
正
元
元
年(
一
二
五
九
）
の
退
位
ま
で
仕
え
た
。
妹
後
深
草
院
少
将
内
侍
の
没
後
に
出
家
。

　

宝
治
元
年
『
院
御
歌
合
』、『
宝
治
百
首
』、建
長
三
年
『
影
供
歌
合
』
な
ど
に
出
詠
。
勅

集
に
は
『
続
後

和
歌
集
』
以
下
、四
五
首
入
集
。

連
歌
作
者
と
し
て
も
活
躍
し
た
。
著
作
に
『
弁
内
侍
日
記
』
が
あ
る
。

安
嘉
門
院
甲
斐

　

生
没
年
未
詳
。
長
有
朝
臣
妹
か
。『
尊
卑
分
脈
』
に
は
真
観
の
弟
で
あ
る
定
嗣
女
に
「
安
嘉
門
院
女
房
」
が
み
え
る
。

　

勅

集
に
は
『
続
後

和
歌
集
』
以
下
、
七
首
入
集
。

能
暹
法
師

　

生
没
年
・
経
歴
未
詳
。
仁
和
寺
法
師
か
。『
尊
卑
分
脈
』
に
は
藤
原
季
兼
の
子
孫
、
隆
暹
男
と
み
え
る
。
な
お
、
福
田
秀
一
氏
は
「
鎌
倉

中
期
歌
壇
史
に
お
け
る
反
御
子
左
派
の
活
動
と
業
績
（
上
）」（『
国
語
と
国
文
学
』
41
巻
8
号
・
昭
和
39
年
8
月
→
『
中
世
和
歌
史
の
研
究
』

《
昭
和
47
年
・
角
川
書
店
》）
で
別
の
能
暹
を
指
摘
す
る
。

【
右
方
】

沙
弥
蓮
性

　

藤
原
知
家
。
正
三
位
藤
原
顕
家
男
。
母
は
伊
予
守
源
師
兼
女
。
行
家
の
父
。
寿
永
元
年
（
一
一
八
二
）
生
。
建
久
四
年
（
一
一
九
三
）
叙

爵
、
中
務
少
輔
、
左
兵
衛
佐
、
中
宮
亮
を
経
て
、
寛
喜
元
年
（
一
二
二
九
）
正
三
位
に
至
っ
た
が
、
嘉
禎
四
年
（
一
二
三
八
）
病
に
よ
り
出
家
。
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正
嘉
二
年
（
一
二
五
八
）
没
、
七
七
歳
。

　

正
治
二
年
『
石
清
水
若
宮
歌
合
』、『
建
保
名
所
百
首
』、『
洞
院
摂
政
家
百
首
』、
貞
永
元
年
『
光
明
峰
寺
摂
政
家
歌
合
』
な
ど
に
出
詠
。

定
家
を
師
事
し
、『
明
月
記
』
に
は
、
定
家
の
許
を
訪
れ
「
依
和
歌
数
奇
」
り
歓
談
す
る
（
承
元
元
年
八
月
一
一
日
条
）
な
ど
、
交
流
の
記

事
が
み
え
る
。
定
家
没
後
も
、『
河
合
社
歌
合
』
や
『
新

六
帖
題
和
歌
』
に
出
詠
す
る
な
ど
、
為
家
と
協
調
し
て
い
た
が
、
次
第
に
不
満

を
抱
き
、
寛
元
四
年
『
春
日
若
宮
社
歌
合
』
を
催
行
、
判
者
を
勤
め
た
の
を
境
に
真
観
ら
と
と
も
に
反
御
子
左
派
を
結
成
し
て
対
立
し
た
。

宝
治
元
年
『
院
御
歌
合
』
で
は
為
家
判
を
不
服
と
し
て
後
嵯
峨
院
に
『
蓮
性
陳
状
』
を
奉
っ
て
い
る
。『
宝
治
百
首
』、建
長
三
年
『
影
供
歌
合
』

な
ど
に
出
詠
。
勅

集
に
は
『
新
古
今
和
歌
集
』
以
下
、
一
二
〇
首
入
集
。

沙
弥
真
観

　

藤
原
光
俊
。
権
中
納
言
藤
原
光
親
男
。
母
は
順
徳
天
皇
の
乳
母
経
子
。
妹
に
鷹
司
院
按
察
。
建
仁
三
年
（
一
二
〇
三
）
生
。
幼
少
時
か
ら

順
徳
天
皇
に
出
仕
。
承
久
二
年
（
一
二
三
〇
）
右
少
弁
、
正
五
位
下
。
承
久
の
乱
で
父
が
処
刑
さ
れ
、
自
ら
も
筑
紫
に
配
流
さ
れ
る
が
、
翌

年
に
は
帰
洛
。
嘉
禎
元
年
（
一
二
三
五
）
右
大
弁
、
正
四
位
下
に
至
る
。
翌
年
に
わ
か
に
出
家
。
建
治
二
年
（
一
二
七
六
）
七
四
歳
で
没
し

た
と
さ
れ
る
が
、
こ
れ
に
は
異
説
も
あ
る
。

　

嘉
禄
元
年
（
一
二
二
五
）
頃
よ
り
藤
原
定
家
に
師
事
。
真
観
が
送
っ
た
歌
合
に
、
定
家
が
勝
負
付
を
し
て
返
す
（『
明
月
記
』
嘉
禄
元
年

四
月
三
日
条
）
な
ど
の
や
り
取
り
が
み
え
る
。
寛
喜
四
年
『
石
清
水
若
宮
歌
合
』、『
洞
院
摂
政
家
百
首
』
な
ど
に
出
詠
。
為
家
と
は
共
に
『
新

六
帖
題
和
歌
』
を
詠
む
な
ど
し
た
が
、
次
第
に
不
満
を
抱
き
、
蓮
性
ら
と
共
に
『
春
日
若
宮
社
歌
合
』
を
催
行
、
以
後
、
反
御
子
左
派
と

し
て
対
立
し
た
。
そ
の
後
は
『
宝
治
百
首
』
に
出
詠
、『
万
代
和
歌
集
』、『
現
存
和
歌
六
帖
』
を

し
た
。
信
実
と
は
親
し
か
っ
た
よ
う
で
、

建
長
三
年
『
閑
窓

歌
合
』
を
共

し
て
い
る
。
ま
た
、
文
応
元
年
（
一
二
六
〇
）
末
か
ら
鎌
倉
将
軍
宗
尊
親
王
の
歌
道
師
範
と
な
り
、
そ

の
威
勢
を
背
景
に
『
続
古
今
和
歌
集
』
の

者
に
加
え
ら
れ
、
文
永
二
年
（
一
二
六
五
）
末
に
『
続
古
今
和
歌
集
』
を
奏
覧
。
翌
年
宗
尊
親

王
が
将
軍
を
廃
せ
ら
れ
る
と
と
も
に
一
旦
失
脚
す
る
が
、
為
家
の
没
後
歌
壇
に
復
帰
、
建
治
二
年
（
一
二
七
六
）
に
は
『
現
存
三
十
六
人
詩

歌
』
を

ん
で
い
る
。
勅

集
に
は
『
新
勅

和
歌
集
』
以
下
、
百
首
入
集
。
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少
将
弟

　

後
深
草
院
少
将
内
侍
。
藤
原
信
実
女
。
藻
壁
門
院
少
将
・
後
深
草
院
弁
内
侍
の
妹
。
生
没
年
未
詳
。
父
信
実
に
先
立
っ
て
、
文
永
二
年

（
一
二
六
五
）
以
前
没
し
た
か
。
寛
元
四
年
（
一
二
四
六
）
か
ら
正
元
元
年
（
一
二
五
九
）
ま
で
弁
内
侍
と
と
も
に
後
深
草
天
皇
に
仕
え
る
。

宝
治
元
年
『
院
御
歌
合
』、『
宝
治
百
首
』、
建
長
三
年
『
影
供
歌
合
』、
同
『
閑
窓

歌
合
』
な
ど
に
出
詠
。
勅

集
に
は
『
続
後

和
歌
集
』

以
下
、
四
五
首
入
集
。

正
親
町
院
左
京
大
夫

　

生
没
年
未
詳
。
土
御
門
天
皇
皇
女
正
親
町
院
覚
子
の
も
と
に
出
仕
。

　

勅

集
に
は
『
続
拾
遺
和
歌
集
』
以
下
、
五
首
入
集
。

前
丹
後
守
藤
原
永
光

　

上
西
門
院
蔵
人
藤
原
成
時
男
。
一
説
に
は
藤
原
邦
兼
男
。
生
没
年
未
詳
。
順
徳
院
近
臣
。
左
兵
衛
権
少
尉
な
ど
を
経
て
、
五
位
、
丹
後
守
、

木
工
頭
に
至
る
。『
明
月
記
』
に
は
定
家
邸
へ
訪
問
の
記
事
も
散
見
し
、交
流
が
確
認
で
き
、歌
会
や
連
歌
会
で
も
、た
び
た
び
同
席
し
て
い
る
。

建
保
元
年
『
内
裏
歌
合
』
な
ど
に
出
詠
。
勅

集
に
は
『
新
勅

和
歌
集
』
以
下
、
一
〇
首
入
集
。

左
近
衛
権
中
将
藤
原
朝
臣
為
氏

　

為
家
一
男
。
母
は
宇
都
宮
頼
綱
（
蓮
生
）
女
。
弟
に
為
教
。
貞
応
元
年
（
一
二
二
二
）
生
、
嘉
禄
二
年
（
一
二
二
六
）
叙
爵
以
後
、
侍
従
、

左
少
将
、
従
四
位
上
右
中
将
な
ど
順
調
に
昇
進
。
建
長
三
年
（
一
二
五
一
）
正
四
位
下
で
参
議
、
文
応
元
年
（
一
二
六
〇
）
正
二
位
。
文
永

四
年
（
一
二
六
七
）
権
大
納
言
に
至
る
。
弘
安
九
年
（
一
二
八
六
）
没
。
六
五
歳
。

　

二
条
家
の
祖
。
父
為
家
の
指
導
を
受
け
、
そ
の
後
継
と
し
て
成
長
し
た
。
歌
合
へ
の
出
詠
は
『
河
合
社
歌
合
』
が
初
め
て
と
思
し
い
。
宝

治
元
年
『
院
御
歌
合
』、
建
長
二
年
『
仙
洞
詩
歌
合
』
な
ど
多
く
の
歌
合
に
出
詠
。『
宝
治
百
首
』、『
白
河
殿
七
百
首
』、『
弘
長
百
首
』、『
弘

安
百
首
』
に
も
召
さ
れ
て
い
る
。
亀
山
上
皇
の
信
任
と
庇
護
を
受
け
、上
皇
の
勅
を
奉
じ
て
弘
安
元
年
『
続
拾
遺
和
歌
集
』
を
奏
覧
し
た
。『
現

葉
和
歌
集
』（
散
佚
）
の

者
。
異
母
弟
為
相
の
成
長
と
と
も
に
父
為
家
と
の
関
係
が
悪
化
し
た
ほ
か
、
弟
為
教
と
は
反
目
し
あ
っ
て
い
た
。
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勅

集
に
は
『
続
後

和
歌
集
』
以
下
、
二
三
二
首
入
集
。『
大
納
言
為
氏
卿
集
』（
他

）
が
あ
る
。

沙
弥
円
空

　

立
信
か
。
建
保
元
年
（
一
二
一
三
）
生
、
弘
安
七
年
（
一
二
八
四
）
没
、
七
二
歳
。
西
山
派
の
祖
証
空
の
弟
子
。
山
城
深
草
に
真
宗
院
を

開
き
深
草
流
を
立
て
、
西
山
教
義
を
広
め
、
後
深
草
天
皇
や
貴
族
達
の
帰
依
を
得
た
。
往
生
院
、
遺
迎
院
、
誓
願
寺
に
歴
住
し
た
の
ち
真
宗

院
に
帰
院
。『
井
蛙
抄
』
雑
談
に
「
信
実
入
道
、
九
月
尽
日
、
好
士
あ
ま
た
さ
そ
ひ
て
、
深
草
立
信
上
人
許
に
ま
か
り
て
、
連
哥
侍
り
け
る
」、

「
冷
泉
亜
相
為
氏

、
秋
比
立
信
上
人
の
深
草
の
寺
に
て
、
連
哥
を
せ
ら
れ
け
る
」
な
ど
の
記
述
が
み
え
、
信
実
や
為
氏
と
の
交
友
が
窺
え
る
。

勅

集
に
は
『
続
拾
遺
和
歌
集
』
以
下
、
五
首
入
集
。
園
基
氏
（
法
名
、
円
空
）
が
同
時
期
に
存
在
し
、
こ
ち
ら
を
作
者
と
す
る
説
も
あ
る

（
福
田
秀
一
氏
「
鎌
倉
中
期
歌
壇
史
に
お
け
る
反
御
子
左
派
の
活
動
と
業
績
（
上
）」『
国
語
と
国
文
学
』
41
巻
8
号
・
昭
和
39
年
8
月
→
『
中

世
和
歌
史
の
研
究
』《
昭
和
47
年
・
角
川
書
店
》）。

散
位
藤
原
朝
臣
行
家

　

知
家
男
。
貞
応
二
年
（
一
二
二
三
）
生
。
従
二
位
、
左
京
大
夫
に
至
る
。
文
永
一
二
年
（
一
二
七
五
）
没
。
五
三
歳
。

　

父
蓮
性
や
真
観
が
反
御
子
左
派
を
結
成
す
る
と
、こ
れ
に
従
い
、寛
元
四
年
『
春
日
若
宮
社
歌
合
』
に
出
詠
し
た
。
建
長
八
年
『
百
首
歌
合
』

の
判
者
を
勤
め
た
ほ
か
、『
宝
治
百
首
』、『
弘
長
百
首
』、『
白
河
殿
七
百
首
』、文
永
二
年
『
亀
山
殿
五
首
歌
合
』
な
ど
に
出
詠
。『
続
古
今
和
歌
集
』

の
追
加

者
と
な
る
。『
人
家
和
歌
集
』

集
も
行
っ
て
い
る
。
勅

集
に
は
『
新
後

和
歌
集
』
以
下
、
八
〇
首
入
集

（
２
）

。

散
位
藤
原
朝
臣
為
綱

　

左
京
大
夫
藤
原
隆
範
男
。
母
は
正
三
位
藤
原
季
能
女
。
生
没
年
未
詳
。
文
永
二
年（
一
二
六
五
）頃
生
存
。
正
四
位
下
、中
務
大
輔
、左
京
大
夫
、

少
納
言
。
弘
長
三
年『
住
吉
社
歌
合
』な
ど
に
出
詠
。
信
実
の
甥
、定
家
の
異
父
兄
隆
信
の
孫
で
、為
家
の
甥
に
あ
た
る
。『
明
月
記
』に
よ
る
と
、

「
未
時
許
隆
範
朝
臣
相
具
少
納
言
為
綱
来
臨
、
初
見
之
」（
嘉
禄
元
年
一
一
月
二
十
日
条
）
と
あ
り
、
為
家
の
任
参
議
に
「
来
賀
」
し
て
い
る

（
嘉
禄
二
年
四
月
二
三
日
条
）。
勅

集
に
は
『
続
後

和
歌
集
』
以
下
、
一
二
首
入
集
。
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中
務
大
輔
藤
原
朝
臣
為
継

　

信
実
男
。
建
永
元
年
（
一
二
〇
六
）
生
か
。
従
三
位
に
至
る
。
文
永
二
年
（
一
二
六
五
）
没
、
六
〇
歳
。
父
信
実
と
同
じ
く
、
御
子
左
派
、

反
御
子
左
派
の
ど
ち
ら
に
も
属
さ
ぬ
中
立
派
で
あ
っ
た
。
寛
喜
四
年
『
石
清
水
若
宮
歌
合
』、寛
元
四
年
『
春
日
若
宮
社
歌
合
』、『
宝
治
百
首
』、

建
長
三
年
『
影
供
歌
合
』
な
ど
に
出
詠
。
勅

集
に
は
『
続
後

和
歌
集
』
以
下
、
一
八
首
入
集
。

　

歌
人
た
ち
は
、
定
家
の
血
縁
に
あ
た
る
者
、
定
家
と
親
交
が
あ
っ
た
者
及
び
そ
の
親
類
を
中
心
に
構
成
さ
れ
て
お
り
、
定
家
・
為
家
と
の

親
交
が
深
く
、『
河
合
社
歌
合
』
出
詠
の
勧
進
を
行
っ
た
信
実
が
、
為
家
と
と
も
に
出
詠
歌
人
の
人
選
に
関
与
し
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

　

以
下
、
参
考
に
『
河
合
社
歌
合
』
出
詠
者
を
中
心
と
し
た
関
係
図
並
び
に
『
河
合
社
歌
合
』
勝
敗
表
を
示
す
。
な
お
、
関
係
図
の
う
ち
、

四
角
囲
み
は
『
河
合
社
歌
合
』
出
詠
歌
人
。
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参
考
一
、
人
物
関
係
図
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参
考
二
、『
河
合
社
歌
合
』
勝
敗
表

勅 
 

集 

左
右

歌
人
（
年
齢
）

番

冬
月

番

千
鳥

番

不
遇
恋

勝

負

持

新
勅

左

為
家
（
46
歳
）
①
② 

１

×

11

×

21

×

０

３

０

新
古
今

右

蓮
性
（
62
歳
）
①
②

○

○

○

３

０

０

新
勅

左

信
実
（
67
歳
か
）
①
②

２

×

12

△

22

×

０

２

１

新
勅

右

真
観
（
41
歳
）
②

○

△

○

２

０

１

×
（
続
後

）

左

光
成
（
未
詳
） 

３

△

13

△ 

23

△

０

０

３

×
（
続
後

）

右

少
将
弟
（
未
詳
）
①
②

△

△

△

０

０

３

×
（
続
後

）

左

為
教
（
17
歳
）
①

４

△

14

△ 

24

×

０

１

２

×
（
続
拾
遺
）

右

正
親
町
院
左
京
大
夫
（
未
詳
）

△ 

△ 

○

１

０

２

新
古
今

左

成
茂
（
64
歳
）
② 

５

○ 

15

△ 

25

×

１

１

１

新
勅

右

永
光
（
未
詳
）

×

△

○

１

１

１

×
（
続
後

）

左

鷹
司
院
兵
衛
督
（
未
詳
）
②

６

△

16

○

26

○

２

０

１

×
（
続
後

）

右

為
氏
（
22
歳
）
①
② 

△ 

×

×

０

２

１

新
勅

 

左

藻
璧
門
院
少
将
（
未
詳
）

７

△

17

○

27

△

１

０

２

×
（
続
拾
遺
）

右

円
空
（
31
歳
）

△

×

△

０

１

２

×
（
続
後

）

左

春
宮
弁
（
未
詳
）
①
② 
８

△

18

×

28

△

０

１

２

×
（
新
後

）

右

行
家
（
21
歳
）
② 
△ 

○

△

１

０

２

×
（
続
後

）

左

安
嘉
門
院
甲
斐
（
未
詳
）

９

×

19

○

29

○

２

１

０

×
（
続
後

）

右

為
綱
（
未
詳
）

○

×

×

１

２

０

×
（
未
詳
）

左

能
暹
（
未
詳
）

10

×

20

×

30

○

１

２

０

×
（
続
後

）

右

為
継
（
38
歳
）
②

○

○

×

２

１

０
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注
１
─
「
勅

集
」
欄
の
内
、『
河
合
社
歌
合
』
成
立
以
前
の
勅

集
に
入
集
し
て
い
る
場
合
に
は
そ
の
勅

集
名
を
、
入
集
し
て
い
な
い

場
合
に
は
×
を
付
け
、(　

)

内
に
『
河
合
社
歌
合
』
以
降
初
め
て
入
集
し
た
勅

集
の
名
を
記
し
た
。

注
２
─
「
歌
人
」
欄
の
内
、
年
齢
は
『
河
合
社
歌
合
』
催
行
時
点
の
も
の
、　
　

 

は
『
春
日
若
宮
社
歌
合
』
に
出
詠
し
て
い
る
こ
と
を
、
①

は
『
院
御
歌
合
』
に
、
②
は
『
宝
治
百
首
』
に
出
詠
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
。

注
３
─
○
は
勝
、
×
は
負
、
△
は
持
を
示
す
。

（
吉
井
佐
織
）

４
．
歌
題
と
そ
の
構
成
に
つ
い
て

　

『
河
合
社
歌
合
』
は
三
題
三
〇
番
に
、
判
者
に
よ
る
巻
末
歌
を
加
え
た
計
六
一
首
か
ら
成
る
歌
合
で
あ
る
。
歌
題
は
「
冬
月
・
千
鳥
・
不

遇
恋
」
の
三
題
。
こ
の
項
で
は
、
当
該
歌
合
の
三
題
と
先
行
す
る
歌
合
の
設
題
を
比
較
し
、
当
該
歌
合
の
特
徴
や
、「
冬
月
・
千
鳥
・
不
遇
恋
」

の
三
題
を
設
定
し
た
背
景
を
探
り
た
い
。

　

ま
ず
先
行
す
る
神
社
歌
合
の
歌
題
と
催
行
年
月
を
以
下
に
一
覧
し
た
。
調
査
に
際
し
て
は
、『
新
編
国
歌
大
観
』
第
五
巻
並
び
に
第
十
巻

掲
出
の
歌
合
を
主
な
調
査
対
象
と
し
（
番
号
は
「
新
編
国
歌
大
観
」
に
拠
り
、
十
巻
所
収
の
歌
合
は
、
番
号
を
四
角
枠
で
囲
ん
だ
）、
適
宜

他
資
料
に
よ
り
追
加
し
た
。
な
お
、
歌
題
や
催
行
年
月
が
明
確
で
な
い
も
の
は
調
査
対
象
か
ら
外
し
た
。

102
気
多
宮
歌
合
（
延
久
四
年
三
月
）

　

松
・
榊
・
鶯
・
鹿
・
桜
・
紅
葉
・
卯
花
・
雪
・
郭
公
・
千
鳥

149
西
宮
歌
合
（
大
治
三
年
八
月
）　
　

月
〈
寄
述
懐
〉・
紅
葉
〈
寄
昼
〉・
鹿
〈
寄
暁
〉・
虫
〈
寄
夕
〉・

萩
〈
寄
恋
〉・
女
郎
花
〈
寄
恋
〉・
薄
〈
寄
恋
〉・
荻
〈
寄
恋
〉・

蘭
〈
寄
恋
〉・
菊
〈
寄
祝
〉

150
南
宮
歌
合
（
大
治
三
年
九
月
）

月
〈
述
懐
〉・
紅
葉
〈
昼
〉・
鹿
〈
暁
〉・
虫　

〈
夕
〉・
萩
〈
恋
〉・

女
郎
花
〈
恋
〉・
薄
〈
恋
〉・
荻
〈
恋
〉・
蘭
〈
恋
〉・
菊
〈
祝
〉

151
住
吉
歌
合
（
大
治
三
年
九
月
）

月
〈
述
懐
〉・
紅
葉
〈
寄
昼
〉・
鹿
〈
寄
暁
〉・
虫
〈
夕
〉・
萩
〈
恋
〉・

を
み
な
へ
し
〈
恋
〉・
薄
〈
恋
〉・
荻
〈
恋
〉・
蘭
〈
恋
〉・
菊
〈
寄
祝
〉
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160
住
吉
社
歌
合
（
嘉
応
二
年
十
月
）　
　
　
　

　

社
頭
月
・
旅
宿
時
雨
・
述
懐

162
広
田
社
歌
合
（
承
安
二
年
十
二
月
八
日
）

　

社
頭
雪
・
海
上
眺
望
・
述
懐

163
三
井
寺
新
羅
社
歌
合
（
承
安
三
年
八
月
十
五
夜
）

　

遙
見
山
花
・
古
郷
子
規
・
湖
上
月
・
野
宿
雪
・
談
合
友
恋

167
別
雷
社
歌
合
（
治
承
二
年
三
月
十
五
日
）

　

霞
・
花
・
述
懐

174
若
宮
社
歌
合
（
建
久
二
年
三
月
）　

　

山
居
聞
鶯
・
松
間
梅
花
・
寄
祝
言
恋

182
石
清
水
若
宮
歌
合
（
正
治
二
年
）

　

桜
・
郭
公
・
月
・
雪
・
祝

191
石
清
水
社
歌
合
（
建
仁
元
年
十
二
月
）

　

（
社
頭
松
）・（
月
前
雪
）・
旅
宿
嵐

200
石
清
水
若
宮
歌
合
（
元
久
元
年
十
月
）

　

初
冬
・
時
雨
・
寒
野

201
北
野
宮
歌
合
（
元
久
元
年
十
一
月
）

　

時
雨
・
忍
恋
・
羈
旅

202
春
日
社
歌
合
（
元
久
元
年
）

　

落
葉
・
暁
月
・
松
風

205
鴨
御
祖
社
歌
合
（
建
永
二
年
三
月
）

　

山
家
朝
霞
・
湖
辺
夕
花
・
社
頭
述
懐

206
賀
茂
別
雷
社
歌
合
（
建
永
二
年
三
月
）

　

海
辺
帰
雁
・
暮
山
春
雨
・
社
頭
夜
風

65
歌
合
（
建
保
五
年
四
月
廿
日
）

　

羈
旅
郭
公
・
河
辺
夏
草
・
寄
松
述
懐

70
日
吉
社
大
宮
歌
合
（
承
久
元
年
九
月
）

　

深
夜
秋
月
・
遠
山
暁
霧
・
社
頭
松
風

71
日
吉
社
十
禅
師
歌
合
（
承
久
元
年
九
月
）

　

暮
天
聞
雁
・
紅
葉
添
雨
・
湖
上
眺
望

220
石
清
水
若
宮
歌
合
（
寛
喜
四
年
三
月
）

　

河
上
霞
・
暮
山
花
・
社
述
懐

73
日
吉
社
知
家
自
歌
合
（
嘉
禎
元
年
十
二
月
）

　

春
・
夏
・
秋
・
冬
・
述
懐
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一
覧
す
る
と
、
ま
ず
三
題
と
い
う
題
数
に
つ
い
て
は
、
先
行
す
る
歌
合
に
も
往
々
に
し
て
確
認
で
き
る
。
一
方
で
、
当
該
歌
合
の
よ
う
に
、

季
題
二
＋
恋
題
一
と
い
う
組
み
合
わ
せ
は
、
少
な
く
と
も
今
回
の
調
査
の
中
で
は
殆
ど
例
が
み
え
ず
、
僅
か
に
『
若
宮
社
歌
合
』（
建
久
二

年
三
月
）
の
「
山
居
聞
鶯
・
松
間
梅
花
・
寄
祝
言
恋
」
三
題
が
そ
れ
に
該
当
す
る
。

　

ま
た
、
神
社
歌
合
全
体
の
傾
向
と
し
て
、
社
頭
に
ま
つ
わ
る
題
が
散
見
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
歌
合
が
催
さ
れ
る

場
（
神
社
）
の
神
性
が
重
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
そ
の
よ
う
な
傾
向
と
比
較
す
る
と
、
当
該
歌
合
で
神
社
に
直
接
関
わ
る
よ
う
な

設
題
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
注
意
さ
れ
る
。

　

次
に
、
神
社
歌
合
で
は
月
が
非
常
に
多
く
歌
題
に
取
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
、
当
該
歌
合
も
こ
の
設
題
傾
向
と
重
な
る
。
こ
れ
に
関
連

し
て
、
渡
部
泰
明
氏
は
「
夜
の
闇
を
照
ら
す
月
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
神
と
み
な
さ
れ
」、「
な
に
よ
り
月
の
美
は
、
信
仰
心
と
密
接
に
結
び
付

い
て
言
挙
げ
さ
れ
」、「
神
仏
の
超
越
性
に
な
ぞ
ら
え
ら
れ
る
」
と
指
摘
さ
れ
て
お
り

（
３
）

、
神
社
と
い
う
神
聖
な
場
で
月
が
歌
題
と
し
て
選
択
さ

れ
る
こ
と
は
ご
く
自
然
な
こ
と
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

で
は
、
次
に
当
該
歌
合
の
三
題
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
設
題
の
観
点
か
ら
確
認
し
て
お
こ
う
。

　

ま
ず
「
冬
月
」
だ
が
、
特
に
「
冬
」
と
し
た
の
は
、『
河
合
社
歌
合
』
が
催
さ
れ
た
一
一
月
の
当
季
に
沿
っ
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
歌
合

と
当
季
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
『
八
雲
御
抄
』
に
「
凡
時
景
物
は
有
之　

過
は
不
可
然
事
也
」（
作
法
部　

六
．
出
題
）
と
み
え
る
。
ま
た
、

田
渕
句
美
子
氏
は
「
当
季
と
い
う
要
素
は
、
歌
題
の
出
題
（
設
題
）
に
対
し
て
、
強
い
影
響
力
を
有
し
て
お
り
、
題
詠
の
時
代
に
お
い
て
も
、

重
要
な
要
素
と
し
て
底
流
し
て
い
る
と
思
わ
れ
」、「
中
で
も
奉
納
歌
合
や
影
供
歌
合
、
御
幸
の
和
歌
会
な
ど
の
季
題
は
、
多
く
当
季
の
歌
題

と
な
る
」
と
指
摘
さ
れ
て
お
り

（
４
）

、
当
該
歌
合
も
こ
れ
に
一
致
す
る
。
ま
た
、
賀
茂
と
月
は
「
か
も
が
は
の
み
な
そ
こ
見
え
て
て
る
月
を
ゆ
き

て
み
ん
と
や
夏
ば
ら
へ
す
る
」（『
家
持
集
』
六
九
・「
夏
歌
」）
な
ど
の
よ
う
に
、
古
来
か
ら
多
く
詠
じ
ら
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
、「
い
し
か

は
や
せ
み
の
を
川
の
き
よ
け
れ
ば
月
も
な
が
れ
を
尋
ね
て
ぞ
す
む
」（『
新
古
今
和
歌
集
』
神

歌
・
一
八
九
四
・「
鴨
社
歌
合
と
て
人
人
よ

み
侍
り
け
る
に
、
月
を
」・
長
明
）
な
ど
、「
月
」
が
賀
茂
の
神
を
暗
示
す
る
例
も
み
え
る
。

　

次
の
「
千
鳥
」
も
当
季
に
沿
う
も
の
と
し
て
設
題
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
千
鳥
は
川
に
群
れ
る
鳥
で
あ
る
。
河
合
社
近
く
を
流
れ
る
賀
茂

川
と
千
鳥
と
い
う
組
み
合
わ
せ
で
は
、「
あ
け
ぬ
な
り
か
も
の
か
は
せ
に
ち
ど
り
な
く
今
日
も
は
か
な
く
く
れ
む
と
す
ら
ん
」（『
後
拾
遺
和

歌
集
』
雑
三
・
一
〇
一
四
・「
中
関
白
の
い
み
に
法
興
院
に
こ
も
り
て
あ
か
月
が
た
に
ち
ど
り
の
な
き
侍
り
け
れ
ば
」・
円
昭
）、「
ち
は
や
ぶ
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る
か
も
の
河
瀬
に
す
む
千
鳥
ゆ
ふ
か
け
て
こ
そ
な
き
渡
る
な
れ
」（
元
永
元
年
『
内
大
臣
家
歌
合
』
千
鳥
・
六
番
左
・
一
一
・
定
信
）
な
ど

と
詠
じ
ら
れ
て
お
り
、
歌
合
の
奉
納
先
で
あ
る
河
合
社
に
ち
な
ん
だ
設
題
と
い
え
よ
う
。

　

次
の
「
不
遇
恋
」
だ
が
、
吉
海
直
人
氏
に
河
合
社
付
近
の
糺
の
森
に
つ
い
て
、「「
糺
」
に
糾
明
す
る
意
の
「
た
だ
す
」
を
掛
け
て
詠
ま
れ

る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
た
め
に
ほ
と
ん
ど
の
歌
が
男
女
の
恋
の
誓
い
を
題
材
に
し
て
い
る
（
当
然
「
不
逢
恋
」
が
多
く
な
る
）。」
と
の
指
摘

が
み
え

（
５
）

、
河
合
社
に
ち
な
ん
だ
設
題
は
、「
不
遇
恋
」
に
も
該
当
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
吉
井
佐
織
）

６
．
他
書
所
伝

　

『
河
合
社
歌
合
』
出
詠
歌
の
う
ち
、
他
書
に
収
録
さ
れ
た
も
の
を
成
立
順
に
示
す
。
な
お
、『
河
合
社
歌
合
』
本
文
と
の
間
で
異
同
の
存
す

る
箇
所
に
は
傍
線
を
付
し
た
。

十
二
番
左　

霜
さ
ゆ
る
つ
つ
み
の
う
へ
の
か
は
む
か
ひ
を
ち
方
き
け
ば
千
鳥
啼
く
な
り

→
『
信
実
集
』
冬
歌
・
一
〇
六
・「
家
に
す
す
め
侍
り
し
河
合
の
や
し
ろ
の
歌
合
に
、
千
鳥
」

九
番
右　

そ
の
か
み
を
お
も
ひ
ぞ
い
づ
る
や
ま
あ
ゐ
の
袖
に
も
な
れ
し
冬
の
よ
の
つ
き

→
『
万
代
和
歌
集
』
神

歌
・
一
五
九
五
・「
河
合
社
歌
合
に
、
冬
月
を
」・
藤
原
為
綱
朝
臣

二
十
四
番
右　

わ
が
こ
ひ
は
な
だ
か
の
う
ら
の
な
び
き
も
の
こ
こ
ろ
は
よ
れ
ど
あ
ふ
よ
し
も
な
し

→
『
万
代
和
歌
集
』
恋
歌
一
・
一
八
五
〇
・「
河
合
社
歌
合
に
」・
少
将
内
侍
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二
十
八
番
左　

こ
ひ
し
な
ん
い
の
ち
を
い
つ
の
た
め
と
て
か
あ
ふ
に
か
へ
ず
は
の
こ
し
と
ど
め
む

→
『
万
代
和
歌
集
』
恋
歌
二
・
一
九
六
五
・「
不
逢
恋
と
い
ふ
こ
と
を
」・
弁
内
侍

二
十
四
番
右　

我
が
恋
は
な
だ
か
の
浦
の
な
び
き
も
の
心
は
よ
れ
ど
あ
ふ
よ
し
も
な
し

→
建
長
三
年
『
閑
窓

歌
合
』
卅
八
番
左
・
七
四
・
少
将
内
侍

十
二
番
左　

し
も
さ
ゆ
る
つ
つ
み
の
う
へ
の
か
は
む
か
ひ
を
ち
か
た
き
け
ば
ち
ど
り
な
く
な
り

十
四
番
左　

ふ
ゆ
き
て
は
か
ぜ
や
さ
む
け
き
か
は
ち
ど
り
な
が
き
し
も
夜
に
い
ま
ぞ
な
く
な
る

→
『
現
存
和
歌
六
帖
』
八
三
五
・
八
三
七
・「（
ち
ど
り
）」・
信
実
朝
臣
、
藤
原
為
教
朝
臣

二
十
七
番
左　

あ
ふ
ま
で
の
こ
ひ
に
い
の
ち
の
な
が
ら
へ
ば
う
き
を
か
ぎ
り
の
よ
を
や
つ
く
さ
ん

→
『
続
古
今
和
歌
集
』
恋
二
・
一
〇
六
五
・「
題
不
知
」・
藻
璧
門
院
少
将

二
十
四
番
右　

わ
が
こ
ひ
は
名
だ
か
の
浦
の
な
び
き
も
の
心
は
よ
れ
ど
あ
ふ
よ
し
も
な
し

→
『
続
拾
遺
和
歌
集
』
恋
歌
二
・
八
三
七
・「
題
し
ら
ず
」・
院
少
将
内
侍

九
番
右　

そ
の
か
み
を
思
ひ
ぞ
い
づ
る
河
あ
ひ
の
な
み
に
も
な
れ
し
冬
の
よ
の
月

→
『
歌
枕
名
寄
』
一
六
四
六
・「
河
合　

七
瀬
之
内
／
万
代
」・
為
綱

九
番
右　

そ
の
神
を
お
も
ひ
ぞ
出
づ
る
河
あ
ひ
の
神
に
も
な
れ
し
冬
の
夜
の
月

→
『
夫
木
和
歌
抄
』
雑
部
十
六
・
一
六
〇
二
九
・「
河
合
の
神
、
山
城
／
題
不
知
」・
為
綱
卿
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二
番
右　

お
き
出
で
て
ま
た
こ
そ
み
つ
れ
冬
の
よ
に
す
み
か
へ
り
た
る
山
の
は
の
月
（
真
観
）

三
番
右　

冬
く
れ
ば
月
の
か
つ
ら
も
木
枯
に
ま
ば
ら
な
れ
ば
や
影
の
さ
び
し
き
（
少
将
弟
）

六
番
左　

と
き
は
な
る
木
の
は
が
く
れ
は
か
は
ら
ね
ど
月
は
冬
こ
そ
さ
え
ま
さ
り
け
れ
（
兵
衛
督
）

六
番
右　

敷
妙
の
衣
手
さ
む
し
冬
の
よ
の
雪
げ
さ
え
た
る
山
の
は
の
つ
き
（
為
氏
）

七
番
右　

お
し
な
べ
て
あ
ま
て
る
月
の
か
つ
ら
に
も
冬
は
さ
び
し
き
影
や
そ
ふ
ら
ん
（
円
空
）

八
番
左　

木
が
ら
し
の
吹
き
も
た
ゆ
ま
ぬ
夕
ぐ
れ
に
山
の
は
さ
む
く
出
づ
る
月
か
げ
（
春
宮
弁
）

八
番
右　

冬
河
の
袖
ま
で
月
の
か
げ
さ
え
て
下
行
く
水
も
猶
こ
ほ
り
つ
つ
（
行
家
）

九
番
左　

霜
雪
の
色
も
ひ
と
つ
に
さ
ゆ
れ
ど
も
跡
こ
そ
み
え
ね
庭
の
月
影
（
安
嘉
院
甲
斐
）

→
『
題
林
愚
抄
』
冬
部
中
・
冬
月
・
五
三
八
八
～
五
三
九
五
・「
河
合
社
歌
合
」

十
六
番
右　

く
れ
行
け
ば
夕
浪
千
鳥
声
た
て
て
河
風
さ
む
み
今
ぞ
な
く
な
る
（
為
氏
）

十
二
番
左　

霜
さ
ゆ
る
つ
つ
み
の
う
へ
の
河
む
す
び
遠
か
た
聞
け
ば
千
鳥
鳴
く
な
り
（
信
実
朝
臣
）

十
七
番
右　

よ
を
さ
む
み
は
が
ひ
の
霜
や
か
さ
ぬ
ら
ん
あ
ら
ひ
も
あ
へ
ぬ
千
鳥
鳴
く
な
り
（
円
空
）

十
八
番
右　

お
き
つ
風
あ
ら
い
そ
波
の
い
や
ま
し
に
た
つ
こ
と
や
す
き
さ
よ
千
鳥
か
な
（
行
家
）

十
九
番
右　

よ
を
さ
む
み
氷
る
汀
の
む
ら
千
鳥
お
の
れ
や
浪
に
立
ち
か
は
る
ら
ん
（
安
嘉
門
院
甲
斐
）

→
『
題
林
愚
抄
』
冬
部
中
・
千
鳥
・
五
四
六
八
～
五
四
七
二
・「
河
合
社
歌
合
」

二
十
一
番
右　

風
あ
ら
き
う
ら
の
と
ま
や
に
た
つ
煙
心
や
す
く
は
な
び
き
や
は
す
る
（
知
家
入
道
蓮
性
）

二
十
二
番
右　

身
は
す
て
つ
今
は
こ
の
世
に
あ
ふ
こ
と
を
な
に
に
か
へ
て
か
恋
ひ
わ
た
る
ら
ん
（
真
観
）

二
十
六
番
左　

か
り
に
だ
に
よ
る
舟
も
な
し
波
た
か
き
浦
の
み
る
め
の
下
の
み
だ
れ
は
（
鷹
司
院
兵
衛
督
）

二
十
六
番
右　

思
ひ
わ
び
つ
ら
さ
の
ま
ま
に
恋
ひ
し
な
ば
こ
の
世
は
さ
て
も
後
ぞ
か
な
し
き
（
為
氏
）

二
十
八
番
左　

恋
ひ
し
な
ん
命
を
い
つ
の
た
め
と
て
か
あ
ふ
に
か
へ
ず
は
の
こ
し
と
ど
め
ん
（
弁
）

二
十
八
番
右　

ほ
し
わ
び
ぬ
わ
が
心
な
る
な
み
だ
だ
に
た
が
ゆ
か
り
と
て
つ
れ
な
か
る
ら
ん
（
行
家
）
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二
十
九
番
左　

お
も
ひ
ね
の
よ
な
よ
な
か
よ
ふ
夢
な
ら
で
な
ど
か
う
つ
つ
の
道
な
か
る
ら
ん
（
甲
斐
）

→
『
題
林
愚
抄
』
恋
部
一
・
不
逢
恋
・
六
五
四
五
～
六
五
五
一
・「
河
合
の
歌
合
」

二
十
一
番
左　

君
だ
に
も
ね
て
と
た
の
め
ば
も
ろ
こ
し
の
虎
ふ
す
の
べ
に
も
も
夜
な
り
と
も
（
為
家
）

→
『
題
林
愚
抄
』
恋
部
四
・
寄
獣
恋
・
七
九
六
五
・「
河
合
社
歌
合
」

　

勅

集
に
は
『
続
古
今
和
歌
集
』、『
続
拾
遺
和
歌
集
』
に
二
首
が
入
集
す
る
。『
続
古
今
和
歌
集
』
の

者
四
人
の
う
ち
為
家
・
真
観
・

行
家
の
三
人
並
び
に
『
続
拾
遺
和
歌
集
』
の

者
為
氏
は
当
該
歌
合
の
出
詠
者
。
ま
た
、
真
観

と
さ
れ
る
『
万
代
和
歌
集
』、『
現
存
和
歌

六
帖
』（
共
に
後
嵯
峨
院
へ
奏
覧
）
に
は
五
首
入
集
し
て
い
る
。
他
書
所
伝
の
う
ち
、『
河
合
社
歌
合
』
出
詠
歌
人
が
成
立
に
関
与
し
た
歌
集

に
限
っ
て
み
れ
ば
、
為
綱
を
除
い
て
そ
の
殆
ど
が
反
御
子
左
派
歌
人
も
し
く
は
中
立
派
歌
人
の
詠
が

入
さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
当
該
歌
合
二
十
四
番
右
歌
が
入
集
す
る
建
長
三
年
『
閑
窓

歌
合
』
は
当
該
歌
合
出
詠
者
で
も
あ
る
真
観
と
信
実
が
共
催
し
た
歌

合
で
、
両
家
の
女
流
歌
人
の
歌
を

び
、
結
番
し
た
も
の
で
あ
る
。
二
十
四
番
右
歌
は
、『
閑
窓

歌
合
』
に
は
少
将
内
侍
作
と
し
て

入

す
る
が
、
本
来
の
出
詠
者
は
正
親
町
院
左
京
大
夫
。
二
十
四
番
右
歌
は
、『
万
代
和
歌
集
』、『
続
拾
遺
和
歌
集
』
で
も
同
様
に
少
将
内
侍
作

と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
内
、『
万
代
和
歌
集
』
は
詞
書
き
に
拠
れ
ば
、『
河
合
社
歌
合
』
を

集
資
料
と
す
る
が
、
同
歌
を
少
将
詠
と
す
る
『
河

合
社
歌
合
』
の
伝
本
は
今
の
と
こ
ろ
確
認
さ
れ
ず
、
不
審
が
残
る
。
ま
た
、『
続
拾
遺
和
歌
集
』
の
詞
書
き
に
は
「
題
し
ら
ず
」
と
み
え
、

両
集
と
も
『
河
合
社
歌
合
』
を
直
接
の

集
資
料
と
し
て
い
な
い
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。『
閑
窓

歌
合
』
の
誤
伝
と
の
関
連
も
気
に
な

る
と
こ
ろ
だ
が
、『
河
合
社
歌
合
』
享
受
の
さ
ら
な
る
実
態
解
明
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
吉
井
佐
織
）
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〔
注
〕

（
１
）
『
藤
原
為
家
全
歌
集
』
（
二
〇
〇
二
年　

風
間
書
房
）
以
下
に
あ
げ
る
佐
藤
氏
の
指
摘
は
全
て
こ
の
著
書
に
拠
る
。

（
２
）
安
井
久
善
氏
は
行
家
の
勅

集
入
集
歌
数
に
つ
い
て
「
勅

集
入
集
歌
は
続
後

集
以
下
八
十
首
で
あ
る
。
作
者
部
類
で
は
八
十
二

首
で
あ
る
が
、
新
後

集
1523
は
大
蔵
卿
行
宗
の
誤
り
で
あ
り
、
新
続
古
今
集
707
は
「
承
久
元
年
七
月
歌
合
」
と
し
て
お
り
、
行
家
出

生
以
前
の
こ
と
に
な
る
の
で
、
一
応
こ
の
二
首
は
除
外
し
た
。
」
と
指
摘
さ
れ
る
。
『
宝
治
二
年
院
百
首
と
そ
の
研
究
』
（
昭
和
四
六

年
）
「
宝
治
二
年
院
百
首
作
者
伝
」
参
照
。

（
３
）
『
歌
こ
と
ば
歌
枕
大
辞
典
』
「
月
」
項
（
平
成
十
一
年　

角
川
書
店
）
参
照
。

（
４
）
『
鎌
倉
前
期
の
歌
合
・
和
歌
会
に
お
け
る
当
季
』
「
早
稲
田
大
学
教
育
学
部　

学
術
研
究
（
国
語
・
国
文
学
編
）
」
第
58
号
（
二
〇
一
〇
年

二
月
）

（
５
）
注
（
２
）
掲
出
「
糺
の
杜
」
項
参
照
。


